
経

済

産

業

大

臣

齋

藤

健

救
命
・
救
助
活
動
に
全
力

中
小
企
業
な
ど
支
援
強
化

〜
は
じ
め
に
〜

冒
頭
、
本
年
１
月
１
日
に

発
生
し
ま
し
た
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
に
お
い
て
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全

て
の
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

政
府
一
丸
と
な
っ
て
、

「
人
命
第
一
」
で
、
救
命
・

救
助
活
動
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

経
済
産
業
省
と
し
て
も
、

総
力
を
挙
げ
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
、

①
電
力
、石
油
、ガ
ス
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、

②
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具

や
灯
油
な
ど
経
済
産
業
省
が

所
管
す
る
物
資
に
つ
い
て
、

「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
」
の
実

施
、

③
コ
ン
ビ
ニ
等
か
ら
の
支
援

物
資
の
供
給
強
化
、

④
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
資
金
繰
り
支
援
の
強

化
、

等
に
緊
張
感
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
産
業
界
を
は
じ
め
と

す
る
国
民
の
皆
様
に
も
、
御

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
時
に
、
我
が
国
は
こ
れ
か

ら
申
し
上
げ
る
よ
う
な
課
題

を
抱
え
る
中
で
、
政
策
を
止

め
る
こ
と
に
一
刻
の
猶
予
も

許
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
遡
る
こ
と
４０
年
前
、
通

商
産
業
政
策
を
命
懸
け
で
や

ろ
う
、
そ
う
い
う
思
い
で
こ

の
門
を
く
ぐ
っ
た
時
の
初
心

を
も
う
一
度
思
い
起
こ
し
、

緊
張
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

〜
我
が
国
経
済
が
迎
え
る

「
潮
目
の
変
化
」
〜

我
が
国
経
済
に
は
、
経
済

界
の
皆
様
の
ご
尽
力
も
あ

り
、
１
０
０
兆
円
規
模
に
達

し
つ
つ
あ
る
国
内
投
資
、
３

・
５
％
を
超
え
る
賃
上
げ
、

双
方
に
お
い
て
実
に
３０
年
ぶ

り
の
高
水
準
を
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
成
長
と
改

革
の
方
向
に
向
か
う
「
潮
目

の
変
化
」
と
も
い
う
べ
き
兆

し
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
ら
く
停
滞
し

て
い
た
日
本
経
済
を
反
転
さ

せ
、
縮
み
思
考
、
デ
フ
レ
マ

イ
ン
ド
を
変
え
る
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
流
れ
を
確
実
な
も

の
に
し
、
日
本
経
済
の
持
続

的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、
経
済
産
業
省
と
し

て
、
大
胆
な
産
業
政
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
Ｇ
Ｘ
、
Ｄ
Ｘ
と
い

っ
た
社
会
課
題
解
決
分
野
を

成
長
の
源
泉
と
な
る
戦
略
分

野
と
捉
え
、
官
も
一
歩
前
に

出
た
う
え
で
大
規
模
、
長

期
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
通
じ
、
日
本
経

済
を
成
長
軌
道
に
乗
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
、
い
わ
ば
、
そ
う

し
た
日
本
経
済
の
新
局
面
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
幕
開
け

で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に

も
、
昨
年
の
臨
時
国
会
で
成

立
し
た
補
正
予
算
を
速
や
か

に
執
行
し
、
足
元
の
危
機
へ

の
対
応
に
加
え
、
国
内
投
資

の
加
速
と
成
長
力
強
化
を
大

胆
に
後
押
し
し
て
い
き
ま

す
。

〜
Ｇ
Ｘ
の
実
現
、
物
価
高
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
へ
の
対
策
〜

昨
年
末
、
成
長
志
向
型
カ

ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想

を
具
体
化
す
る
中
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
、
く
ら
し
分

野
、
産
業
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に

（
２
面
に
つ
づ
く
）

目黒不動尊
瀧泉寺 竜の口
（たつのくち）
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郎

環

境

大

臣

地
域
・
く
ら
し
を
脱
炭
素
化

循
環
経
済
へ
の
移
行
め
ざ
す

お
い
て
分
野
別
投
資
戦
略
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ

ら
各
分
野
の
戦
略
に
基
づ

き
、
２０
兆
円
規
模
の
Ｇ
Ｘ
経

済
移
行
債
を
活
用
し
た
投
資

促
進
策
を
実
行
し
て
い
き
ま

す
。本

年
は
、
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向

け
た
具
体
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
見
直
し
に
向
け
た
議
論

を
行
う
重
要
な
年
で
す
。
こ

れ
ま
で
緻
密
に
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
議
論
を
引
き
継
ぎ

つ
つ
、
本
質
的
か
つ
重
厚
な

議
論
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

定
供
給
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
の
重
要
性
に
鑑
み
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
や
重
要
鉱
物
の
安
定
供
給

の
確
保
や
、
規
制
・
支
援
一

体
型
の
考
え
方
の
下
に
お
け

る
水
素
等
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
構
築
の
た
め
の
、
既
存

原
燃
料
と
の
価
格
差
に
着
目

し
た
支
援
や
拠
点
整
備
支
援

等
の
法
制
度
の
整
備
、
火
力

発
電
所
、
石
油
精
製
、
製

鉄
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
が
困
難
な
産
業

に
必
要
な
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
法
制
度

を
含
め
た
事
業
環
境
整
備
等

の
総
合
的
な
取
り
組
み
を
通

じ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
備

え
た
対
策
と
Ｇ
Ｘ
の
実
現
を

同
時
に
進
め
ま
す
。

併
せ
て
、
地
域
と
共
生
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
大
限
導
入
、
送
電
網
の
整

備
推
進
や
蓄
電
池
等
の
導

入
、
安
全
最
優
先
で
の
原
発

再
稼
働
や
運
転
期
間
の
延

長
、
次
世
代
革
新
炉
の
開
発

・
建
設
等
に
取
り
組
み
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
恒

久
的
に
実
現
す
る
た
め
の
あ

ら
ゆ
る
方
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
足
元
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
へ
の
対
策
と
し
て
、

燃
料
油
価
格
、
電
気
・
ガ
ス

料
金
に
か
か
る
激
変
緩
和
措

置
を
本
年
春
ま
で
継
続
す
る

と
と
も
に
、
省
エ
ネ
型
の
経

済
・
社
会
構
造
へ
の
転
換
を

実
現
す
べ
く
、企
業
・
家
庭
向

け
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

〜
賃
上
げ
、
中
堅
・
中
小
企

業
政
策
〜

経
済
成
長
の
原
動
力
は
、

他
な
ら
ぬ
人
材
で
す
。
足
元

の
潮
目
の
変
化
を
持
続
的
な

動
き
に
し
、
賃
上
げ
を
継
続

的
な
も
の
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
日
本
経
済
の

屋
台
骨
で
あ
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
、
物
価
高

に
負
け
な
い
賃
上
げ
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
そ
の
カ
ギ
と

な
る
価
格
転
嫁
対
策
を
、
政

府
を
挙
げ
て
徹
底
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
中
堅
企
業

を
含
め
た
、
省
力
化
対
策
等

の
生
産
性
向
上
を
強
力
に
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
中
堅
・
中

小
企
業
の
成
長
・
収
益
力
の

強
化
も
重
要
で
す
。
令
和
６

年
度
の
税
制
改
正
に
お
い

て
、
地
域
未
来
投
資
促
進
税

制
・
賃
上
げ
促
進
税
制
に
お

け
る
中
堅
企
業
枠
の
創
設

や
、
中
堅
・
中
小
グ
ル
ー
プ

化
税
制
の
創
設
と
い
っ
た
措

置
も
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
成
長
意
欲
の
高
い
中
堅

企
業
に
よ
る
大
規
模
な
投
資

や
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た

収
益
力
の
向
上
、
さ
ら
に
は

地
域
に
お
け
る
持
続
的
な
賃

上
げ
を
通
じ
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。同

時
に
、
厳
し
い
事
業
環

境
の
中
に
あ
る
中
小
企
業
に

対
し
、
事
業
承
継
、
事
業
再

生
、
廃
業
等
に
か
か
る
相
談

体
制
の
強
化
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

も
適
応
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
き
め
細
か
な
支
援
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

深
刻
な
人
手
不
足
や
、
本

年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間

外
労
働
上
限
規
制
等
に
よ

り
、
輸
送
力
の
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
「
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
」
の
解
決
に
向
け
、

荷
主
企
業
の
物
流
施
設
の
自

動
化
、
機
械
化
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
支
援
策
等
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

〜
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
成
長

投
資
〜

人
材
は
、
同
時
に
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
で
も
あ

り
ま
す
。
「
人
へ
の
投
資
」

は
「
未
来
へ
の
投
資
」
。
経

済
産
業
省
と
し
て
は
、
キ
ャ

リ
ア
相
談
、
リ
ス
キ
リ
ン

グ
、
転
職
ま
で
を
引
き
続
き

一
体
的
に
支
援
し
、
政
府
全

体
で
、
正
規
・
非
正
規
、
社

内
・
転
職
問
わ
ず
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
持

続
的
な
経
済
成
長
に
不
可
欠

で
す
。
国
内
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
に
向
け
、
破
壊
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を

目
指
し
た
研
究
開
発
や
、
Ａ

Ｉ
の
開
発
力
強
化
、
中
小
企

業
等
に
お
け
る
導
入
促
進
等

に
対
し
、
強
力
な
支
援
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
支
え
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
や
人
材

育
成
等
に
対
し
幅
広
い
支
援

を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
、
そ
し
て
強
靱

で
柔
軟
な
経
済
の
構
築
の
た

め
に
は
、
国
内
に
お
い
て
成

長
に
つ
な
が
る
投
資
を
促
す

べ
く
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
政

策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

昨
年
末
に
と
り
ま
と
め
た
国

内
投
資
促
進
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

基
づ
き
、
国
と
し
て
重
要
な

分
野
を
中
心
に
、
国
内
投
資

の
喚
起
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

本
年
は
、
十
干
十
二
支
の

「
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
」

で
あ
り
、
大
き
な
出
来
事
が

起
こ
る
と
予
想
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
努
力
が
実
っ
て
夢
が

叶
い
や
す
い
年
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

直
近
の
甲
辰
（
１
９
６
４

年
）
に
は
、
東
京
五
輪
の
開

催
や
東
海
道
新
幹
線
の
開
通

な
ど
、
戦
後
復
興
の
象
徴
と

も
い
う
べ
き
大
事
業
が
成
し

遂
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今

こ
そ
昨
年
ま
で
に
積
み
上
げ

て
き
た
努
力
を
形
に
し
、
日

本
経
済
が
さ
ら
な
る
躍
進
を

遂
げ
る
時
で
す
。
私
自
身

も
、
大
き
な
時
代
の
転
換
点

に
あ
っ
て
引
き
継
い
だ
バ
ト

ン
を
よ
り
よ
い
形
で
繋
ぐ
べ

く
、
使
命
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
が
日
本
経
済

の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
幕
開

け
と
な
る
よ
う
、
皆
様
と
共

に
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
よ
り
一
層

の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
の
新
春
を
迎

え
、
環
境
行
政
の
推
進
に
つ

い
て
所
感
の
一
端
を
申
し
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
末
に
開
催
さ
れ
た
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
Ｃ
Ｏ

Ｐ
２８
に
お
い
て
は
、
初
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク
テ
イ

ク
（
パ
リ
協
定
の
進
捗
評

価
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
現
地
に
赴
き
、
多
く
の

公
式
・
非
公
式
の
閣
僚
級
会

合
や
２１
カ
国
と
の
二
国
間
会

談
を
行
い
、
結
果
と
し
て
、

各
国
に
具
体
的
な
行
動
を
求

め
る
決
定
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
「
ア
ジ
ア

・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同

体
」
構
想
の
実
現
や
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
関
す
る
条

約
交
渉
等
の
環
境
外
交
を
前

進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事

故
か
ら
の
復
興
・
再
生
に
向

け
て
は
、
環
境
大
臣
就
任
直

後
に
福
島
県
を
訪
問
し
、
福

島
県
の
現
状
や
復
興
に
向
け

た
課
題
を
直
接
お
伺
い
し
、

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
係
る
海

域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
特
定
帰

還
居
住
区
域
の
除
染
や
家
屋

等
の
解
体
、
福
島
県
内
の
除

去
土
壌
等
の
最
終
処
分
や
再

生
利
用
、
そ
し
て
、
福
島
の

産
業
・
ま
ち
・
暮
ら
し
の
創

生
に
向
け
た
未
来
志
向
の
取

組
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
生
物

多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
回

復
軌
道
に
乗
せ
る
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
達
成
に
向

け
て
は
、
昨
年
１０
月
に
、
民

間
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に

よ
っ
て
生
物
多
様
性
が
保
全

さ
れ
て
い
る
場
所
を
自
然
共

生
サ
イ
ト
と
し
て
１
２
２
カ

所
認
定
し
ま
し
た
。
本
年

は
、
こ
う
し
た
民
間
活
動
を

促
進
す
る
法
制
度
の
準
備

や
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
を
実
現
す
る
経
済
に
移
行

す
る
た
め
の
戦
略
策
定
、
国

立
公
園
に
お
け
る
滞
在
体
験

の
魅
力
向
上
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
、
い
わ
ゆ

る
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
実
現
に
関

し
て
は
、
昨
年
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
Ｇ
Ｘ
推
進
戦
略
」
に

基
づ
き
、
地
域
と
共
生
す
る

再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
、
脱
炭

素
先
行
地
域
の
創
出
、
国
民

運
動
「
デ
コ
活
」
を
通
じ
た

行
動
変
容
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
転
換
の
促
進
、
断
熱
窓
へ

の
改
修
等
に
よ
る
住
宅
・
建

築
物
の
脱
炭
素
化
、
商
用
車

の
電
動
化
等
を
推
進
し
、
地

域
・
く
ら
し
の
脱
炭
素
化
を

進
め
ま
す
。

資
源
循
環
と
成
長
の
好
循

環
を
目
指
す
循
環
経
済
、
い

わ
ゆ
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
へ
の
移
行
は
、
ネ
ッ

ト
ゼ
ロ
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
の
実
現
に
加
え
、
経

済
安
全
保
障
・
産
業
競
争
力

強
化
・
地
方
創
生
に
貢
献
し

ま
す
。
本
年
は
次
期
循
環
型

社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
の

策
定
や
、
資
源
循
環
シ
ス
テ

ム
の
高
度
化
に
向
け
た
制
度

の
検
討
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
や
浄
化
槽
の
着
実
な
整

備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
環
境
省
の
不
変
の

原
点
で
あ
る
人
の
命
と
環
境

を
守
る
取
組
と
し
て
、
公
害

健
康
被
害
対
策
、
石
綿
健
康

被
害
者
の
救
済
、
子
ど
も
の

健
康
と
環
境
に
関
す
る
全
国

調
査
、
昨
年
改
正
さ
れ
た
気

候
変
動
適
応
法
に
基
づ
く
熱

中
症
対
策
、
花
粉
症
対
策
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
）
対
策
、

外
来
種
対
策
、
ク
マ
類
を
は

じ
め
と
す
る
鳥
獣
被
害
対

策
、
動
物
愛
護
管
理
、
本
年

４
月
か
ら
環
境
省
に
一
部
移

管
さ
れ
る
水
道
行
政
な
ど
を

着
実
に
進
め
ま
す
。

原
子
力
防
災
に
関
し
て

は
、
関
係
自
治
体
等
と
一
体

と
な
り
、
各
地
域
で
の
防
災

訓
練
等
を
通
じ
て
、
地
域
防

災
計
画
・
避
難
計
画
の
継
続

的
な
充
実
・
強
化
を
図
り
、

原
子
力
災
害
対
応
の
実
効
性

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

以
上
に
述
べ
た
数
々
の
課

題
に
対
し
て
は
、
課
題
ご
と

の
個
別
対
応
で
は
な
く
、
政

府
の
多
様
な
政
策
と
環
境
政

策
と
の
統
合
や
、
環
境
施
策

間
の
統
合
に
よ
る
「
統
合
的

ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
有
効
で

す
。
本
年
策
定
予
定
の
新
た

な
環
境
基
本
計
画
に
も
こ
の

考
え
方
を
反
映
さ
せ
、
今
後

の
環
境
政
策
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
示
し
ま
す
。

環
境
問
題
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
の
行
動
変
容
の
集
積

が
、
地
域
の
在
り
方
や
、
我

が
国
の
経
済
社
会
の
在
り

方
、
そ
し
て
、
地
球
全
体
の

未
来
に
繋
が
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、
個
人
、
地
域
、

国
、
地
球
が
「
同
心
円
」
の

問
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
人
類
全
体
、
そ
し
て

地
球
上
の
生
物
全
体
の
財
産

で
あ
る
地
球
環
境
を
持
続
可

能
に
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の

責
務
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
、
全
力
で
環
境
行
政
に
取

り
組
む
こ
と
を
お
約
束
申
し

上
げ
ま
す
。
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